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深澤晟雄の会ニュース 

懇
親
会
で
の
及
川
和
男 

先
生
の
あ
い
さ
つ 

第５回「深澤晟雄の会」総会開催される 

理
事
に
佐
々
木
玄
氏
（
前
郷
）
就
任 

６
月
５
日
（
日
）午
後
２
時
か
ら
沢
内
バ
ー
デ
ン
で
第
５
回

「
深
澤
晟
雄
の
会
」
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
２２

年
度
事
業
活
動
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
平
成

２３
年
度
事
業
計
画
案
・収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
今
年
は

役
員
改
選
の
年
で
あ
り
、
会
議
の
結
果
、す
べ
て
の
役
員
の
留

任
が
決
定
さ
れ
、
理
事
を
増
や
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
（
定
款

で
は
３
名
以
上
）
、
佐
々
木
玄
氏
（
前
郷
）
に
お
願
い
す
る
こ

と
が
満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

若
い
力
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
後
世
に
「
深
澤
イ
ズ
ム
」
を

伝
え
る
重
要
な
役
目
で
す
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

質
疑
の
中
で
、
賛
助
会
員
の
位
置
づ
け
や
、
広
報
活
動
の

あ
り
方
（
特
に
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）、
会
員
名
簿
の
開

示
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

平
成
２２
年
度
活
動
総
括
（
要
約
） 

 

平
成
２２
年
度
の
深
澤
晟
雄
の
会
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
前
半
は
資
料
館
を
核
と
し
た
色
々
な
活
動
に
よ
り
、
地
域
へ
の

働
き
か
け
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど
を

行
っ
て
き
た
結
果
、
町
よ
り
運
営
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
関
係
機
関
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

資
料
館
の
運
営
に
つ
い
て
で
す
が
来
館
者
数
が
開
館
以
来
累
計
で

１
万
人
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
地
域
住
民
へ
の
定
期
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
の
広
報
活
動
や
展
示
を
充
実
さ
せ
、
深
澤
晟
雄
の
理
念
で

あ
る
「
生
命
尊
重
」
の
発
信
基
地
と
し
て
運
営
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

深
澤
晟
雄
氏
は
、
「
い
の
ち
あ
っ
て
の
物
種
」
と
言
い
ま
し
た
。
３
月

１１
日
に
起
き
た
大
震
災
に
は
、
会
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
多
く
の
物

資
が
集
め
ら
れ
、
被
災
地
に
い
ち
早
く
輸
送
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
絶
望
に
あ
る
弱
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
今
私
た
ち
が
具
体
的
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
自
ら
考
え
て
、
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
実

感
し
た
災
害
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
く
で
あ
ろ
う
被
災
者
の
苦
難

に
対
す
る
会
の
活
動
は
、
同
じ
方
向
だ
と
思
い
ま
す
。
支
援
活
動
に

力
を
入
れ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
来
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
会
の
活
動
と
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
で
す
が
、
町
内
の
観
光
コ
ー
ス
に
資
料
館
を
入
れ
て
い
た
だ
い

た
り
、
旅
館
の
女
将
さ
ん
た
ち
の
視
察
を
受
け
る
な
ど
、
観
光
面
で

の
進
展
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
こ
の
よ
う
に
深
澤
晟
雄
の
会
の
活
動
は
、
地
域
社
会
へ
の
働
き
か
け

を
拡
大
し
な
が
ら
も
、
「
生
命
尊
重
」
理
念
を
実
践
し
、
出
来
る
こ
と

を
着
実
に
行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
総
括
と
し
ま
す
。 

太
田
理
事
長
の
力
の 

入
っ
た
あ
い
さ
つ 

総
会
後
及
川
先
生
を

囲
ん
で
の
懇
親
会 
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平
成
２２
年
度
の
主
な
動
き 

２２
年
６
月
６
日 

第
４
回
深
澤
晟
雄
の
会
総
会 

 
６
月
１６
日 

西
和
賀
町
議
会
議
員
資
料
館
視
察 

６
月
２６
日 

沢
内
病
院
清
掃
活
動 

６
月
３０
日 
小
学
校
合
同
校
外
学
習
会
（
沢
内
地
区
小
学
校
３
年
生
） 

７
月
１
日 

「
い
の
ち
の
山
河
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
発
表 

７
月
２４
日 

沢
内
病
院
清
掃
活
動 

１０
月
３１
日 

深
澤
晟
雄
氏
胸
像
、
「
い
の
ち
の
灯
」
記
念
碑
移
転
式 

西
和
賀
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム 

１１
月
１０
日 

資
料
館
入
館
数
１
万
人
達
成 

２３
年
２
月
２７
日 

Ｉ
Ｂ
Ｃ
で
及
川
和
男
氏
の
放
送 

３
月
２１
日 

大
船
渡
へ
支
援
活
動
（
千
田
和
可
さ
ん
へ
） 

 
  

 

３
月
２２
日 

村
田
源
一
朗
氏
（
岩
手
日
報
社
相
談
役
）
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 
  

 

３
月
２７
日 

大
船
渡
教
会
へ
救
援
物
資
輸
送 

 

年
間 

「
深
澤
晟
雄
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行
（
毎
月
１５
日
発
行
） 

 

深
澤
晟
雄
資
料
館
開
館
業
務
（
冬
季
は
予
約
開
館
） 

 

 

定
例
事
務
局
会
議
（
毎
週
土
曜
日
） 

資料館入館者数の推移 

  月計 累計 

     4 月 225 6,136 

     5 月 583 6,719 

     6 月 788 7,507 

     7 月 307 7,814 

     8 月 530 8,344 

     9 月 568 8,912 

    10 月 965 8,977 

    11 月 375 10,252 

    12 月 193 10,445 

    1 月 41 10486 

     2 月 101 10,587 

     3 月 0 10,587 

年間合計 4,676  

 

平
成
２３
年
度
事
業
計
画
案 

Ⅰ 

活
動
方
針 

平
成
２３
年
度
の
活
動
に
あ
た
っ
て
、
東
日
本
大
震
災

へ
の
支
援
活
動
を
大
き
な
活
動
の
柱
と
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
何
が
出
来

る
か
を
自
ら
の
視
点
で
考
え
行
動
し
て
い
き
ま
す
。 

次
に
、
教
育
や
観
光
の
分
野
で
資
料
館
の
活
用
を
図

っ
て
も
ら
う
こ
と
と
、
震
災
被
災
者
へ
の
支
援
活
動
に
つ

い
て
の
募
集
や
報
告
を
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
通
し
て
お
知
ら

せ
し
、
会
の
活
動
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
会
員
の
確

保
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
引
き
続
き
資
料
館
の
健
全
な
運
営
に
つ
い
て

検
討
し
、
資
料
館
を
維
持
継
続
さ
せ
、
地
域
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

Ⅱ 

重
点
目
標 

１ 

震
災
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

７
月
、
10
月
に
炊
き
出
し 

２ 
生
命
尊
重
の
深
澤
精
神
に
ふ
れ
る
奉
仕
活
動 

「
沢
内
病
院
感
謝
デ
ー
」
の
奉
仕
活
動 

 
 
 
 

病
院
周
辺
の
草
刈
り 

６
月
18
日
、７
月
23
日 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
１２
時 

 

リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
の
講
話
を
予
定 

３ 

常
設
展
の
充
実 

常
設
展
の
内
容
充
実 

４ 

広
報
活
動
と
組
織
体
制
の
充
実 

（1）
「
深
澤
晟
雄
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行 

（2）
会
員
の
拡
大
と
組
織
運
営
体
制
の
充
実 

 

西わらびは今が旬！おいしいおひたしの作り方おしえます 
～あく抜きの一例～         （一会員より） 

材料：生わらび・・適量 重曹・・わらびの重量の３％（わらび１ｋｇに対し３０ｇ） 

作り方：①わらびを水洗いします。②なべにたっぷりの水を入れて火にかけ、沸騰したら

わらびを入れます。 ③２分後に火を止めなべを火からおろし、わらびに泡が

かからないように寄せて重曹を入れます。 ④泡がおさまったら軽くかきま

ぜ、全体になじませます。⑤ふたをせずにそのまま１２時間おきます。 ⑤１２時

間後２～３回水を替え、にがくなくなればできあがりです。 


